
================================================================== 

平成 26年度情報処理学会東北支部研究会(山形大学)プログラム 

開催期日:平成 27年 3月 4日(水) 10:20-16:10, 発表時間:17分(発表 12分,質疑応 

答 5分) 

開催場所:山形大学工学部(〒992-8510 米沢市城南 4-3-16) 

          (5号館 3階, 301(受付), 302(A会場), 303(B会場)) 

懇親会:16:45より工学部百周年記念会館２階 Cafe吾妻にて開催(参加費無料・申込み締切) 

================================================================== 

 

セッションＡ 5-302 

セッション 時間 資料番号 題目 発表者（登壇者に〇） 

受付 １０：２０～

１０：５０ 

      

Ａ１ 

座長：田中敦 

１０：５０～

１１：０７ 

14-5-A1-1 Twitter 上の情報伝

播分析のための新し

いネットワークモデ

ルの提案 

○宮崎貴大，田中敦（山

形大学） 

１１：０７～

１１：２４ 

14-5-A1-2 文 字 を 用 い た

CAPTCHAの難読化

要素に関する一考察 

○速水 健一，遠藤 直

人，尾下 広樹（仙台高

等専門学校） 

１１：２４～

１１：４１ 

14-5-A1-3 形状変化に頑健な目

領域検出手法 

○佐藤正樹(日本大学

大学院工学研究科)、田

中宏卓(日本大学工学

部)、加瀬澤正(日本大学

工学部) 

１１：４１～

１１：５８ 

14-5-A1-4 オプティカルフロー

推定動画像プロセッ

サ 

〇伊藤雅人（日本大学

工学部）松村哲哉（日

本大学工学部）今村幸

祐（金沢大学理工研究

域）松田吉雄（金沢大

学理工研究域） 

休憩 １１：５８～

１３：３０ 

      

Ａ２ 

座長：田村安孝 

１３：３０～

１３：４７ 

14-5-A2-1 極性及び共起関係を

利用した慣用表現用

法誤り修正システム 

○熱海 勇輔，横山 晶

一（山形大学） 



１３：４７～

１４：０４ 

14-5-A2-2 並列助詞と読点に着

目した特許文の入れ

子構造解析 

○庄子 諒，横山 晶一

（山形大学） 

１４：０４～

１４：２１ 

14-5-A2-3 DNN-HMM を用い

た音声認識における

パラメータ数の検討 

○小野瑞穂，加藤正治，

小坂哲夫（山形大学） 

１４：２１～

１４：３８ 

14-5-A2-4 schwa を考慮した英

語発音評定システム

の精度向上 

○佐藤玄、加藤正治、

小坂哲夫(山形大学) 

休憩 １４：３８～

１５：００ 

      

Ａ３ 

座長：横山晶一 

１５：００～

１５：１７ 

14-5-A3-1 災害情報共有に向け

た観光情報倉庫の提

案 

○渡邊泰史、中野裕貴、

西岡大、村山優子（岩

手県立大学大学院ソフ

トウェア情報学研究

科） 

１５：１７～

１５：３４ 

14-5-A3-2 可動機能を持つ共有

ブロックの拡張 

○佐藤究、近藤泰宏、

小笠原直人、布川博士

（岩手県立大学ソフト

ウェア情報学部） 

１５：３４～

１５：５１ 

14-5-A3-3 スピーカアレイを用

いた屋内測位システ

ム 

○綿引駿(山形大学)、柳

田裕隆(山形大学)、田村

安孝(山形大学) 

１５：５１～

１６：０８ 

14-5-A3-4 顔画像の輪郭情報の

復元 

○千葉裕太郎、小澤康

太、柳田裕隆、田村安

孝（山形大学） 

懇親会 １６：４５～       

 

  



 

セッションＢ 5-303 

セッション 時間 資料番号 題目 発表者（登壇者に〇） 

受付 １０：２０～

１０：５０ 

      

Ｂ１ 

座長：武田利浩 

１０：５０～

１１：０７ 

14-5-B1-1 遠隔操作型ファ

シリテーターロ

ボットの効果の

評価 

○後藤良太，橋浦康一郎，

能登谷淳一，草苅良至，堂

坂浩二（秋田県立大学） 

１１：０７～

１１：２４ 

14-5-B1-2 相槌表現に個性

を持たせた聞き

役対話システム 

○上野 洋 井上雅史（山

形大学） 

１１：２４～

１１：４１ 

14-5-B1-3 発話量と発話種

別による映画の

ジャンル特徴付

け 

○安原 龍 井上雅史（山

形大学） 

１１：４１～

１１：５８ 

14-5-B1-4 利用タイミング

に依存して結果

が変化するコン

テンツ推薦 

○山口  太一 井上雅史

（山形大学） 

休憩 １１：５８～

１３：３０ 

      

Ｂ２ 

座長：平中幸雄 

１３：３０～

１３：４７ 

14-5-B2-1 高位言語を用い

た動き予測プロ

セッサのアーキ

テクチャ検討 

○齋藤浩太（日本大学大学

院工学研究科），松村哲哉

（日本大学工学部） 

１３：４７～

１４：０４ 

14-5-B2-2 実行時の変数ト

レースを表示可

能な Java 仮想マ

シンの一評価 

○橋本 大(日本大)，杉山 

安洋(日本大)，山本 哲男

(日本大) 

１４：０４～

１４：２１ 

14-5-B2-3 無線メッシュネ

ットワークにお

ける制御パケッ

ト削減と負荷を

考慮したルーテ

ィングプロトコ

○岸恭平(山形大)，荒井順

平（山形産技短），庄司修

二（山形大），小山明夫（山

形大） 



ル 

１４：２１～

１４：３８ 

14-5-B2-4 車両と歩行者の

ための可視化シ

ステム 

○井上大輔(山形大) ,荒井

順平(山形産技短)，庄司修

二(山形大)，小山明夫(山形

大) 

休憩 １４：３８～

１５：００ 

      

Ｂ３ 

座長：井上雅史 

１５：００～

１５：１７ 

14-5-B3-1 スマートコンセ

ントのネットワ

ーク制御 

○今井裕太郎（山形大

学）・武田利浩（同）・平中

幸雄（同） 

１５：１７～

１５：３４ 

14-5-B3-2 ホームオートメ

ーションサービ

ス作成支援 

〇盛山 竜人 (山形大

学)、武田 利浩(山形大

学)、平中 幸雄(山形大学)  

１５：３４～

１５：５１ 

14-5-B3-3 リアルオブジェ

クトを対象とす

る量子同期ネッ

トワークシミュ

レータ 

○加藤靖之（山形大学）、

武田利浩(山形大学)、平中

幸雄(山形大学) 

１５：５１～

１６：０８ 

14-5-B3-4 実機器と仮想機

器を組み合わせ

たホームオート

メーションのテ

スト方法の提案 

○山中潮 (山形大学)、武

田利浩 (山形大学)、平中

幸雄 (山形大学) 

懇親会 １６：４５～       

 


